
湯
村

山
城
跡
発
掘
調
査
報
告

一　
は
じ
め
に

永
正

一
六
年

（
一
五
一
九
）
に
始
ま
る
武
田
信
虎
に
よ
る
守
護
館
の
甲
府
移

転
は
、
甲
斐
国
内
で
は
き
わ
め
て
大
き
な
で
き
事
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、

『
王

代
記
』
や

『
高
白
斎
記
』
を
始
め
と
す
る
当
時
の
記
録
類
に
詳
し
く
書
き
と
ど

め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
判
る
。
こ
れ
ら
の
記
録
類
を
お
う
と
、
当
時
の
人
々

が
こ
の
新
し
い
事
業
に
耳
目
を
そ
ば
だ
て
て
、
注
視
し
て
い
た
様
子
す
ら
紡
彿

で
き
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
に
信
虎
の
こ
の
新
拠
点
づ
く
り
が
画
期
的
で
、

象
徴
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語

っ
て
い
る
。
事
実
、
こ
の
移
転
事
業
は
、
甲
斐

一
国
の
統

一
と
戦
国
大
名
と
し
て
威
を
示
そ
う
と
す
る
信
虎
の
政
治
的
野
心
の

達
成
と
い
う
側
面
だ
け
で
な
く
、
の
ち
の
甲
府
の
都
市
形
成
の
基
礎
を
な
し
、

産
業

・
交
通

。
文
化
の
集
積
化
に
大
き
な
役
割
を
果
し
た
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
連
の
新
都
市
づ
く
り
の
中
に
、
今
回
報
告
す
る
湯
村
山
城
も
登
場
す

る
。
守
護
館
の
瑯
圏
ヶ
崎
館
、
詰
城
の
要
害
城
の
築
造
に
つ
づ
い
て
、
大
永
三

年

（
一
五
二
三
）
に
本
城
の
築
城
が
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
絶
え
間
な

い
一
貫
し
た
築
城
工
事
を
み
る
と
、
湯
村
山
城
が
新
都
市
づ
く
り
に
重
要
な

一

翼
を
担

っ
て
い
た
こ
と
が
読
み
と
れ
る
。
甲
府
市
史
編
さ
ん
委
員
会
で
は
、
こ

平 萩

野 原

粧
雛

（甲
府
市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）

旗
修

（帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
）

の
よ
う
な
歴
史
上
重
要
な
位
置
が
与
え
ら
れ
て
い
る
本
城
の
具
体
的
内
容
を
把

握
し
、
都
市
の
形
成
過
程
に
い
か
な
る
役
割
を
も
ち
得
た
の
か
、
そ
の
歴
史
的

意
義
の
解
明
の
た
め
に
考
古
学
調
査
を
計
画
し
、
以
下
の
よ
う
な
調
査
日
程
に

よ
り
実
施
し
た
。

湯
村
山
城
は
、
今
日
ま
で
、
甲
斐
国
の
政
治
史
上
貴
重
な
城
郭
と
の
評
価
が

一
部
で
は
与
え
ら
れ
な
が
ら
も
、
顧
み
ら
れ
る
こ
と
も
少
な
く
、
瑯
瞬
ヶ
崎
館

や
要
害
城
の
付
属
的
施
設
と
い
う
認
識
が
定
着
し
て
い
た
。
し
か
し
、
居
館
や

詰
城
と
は
異
な
る
機
能
を
も
ち
、
相
互
に
補
完
し
戦
国
都
市
甲
府
が
実
現
し
て

い
た
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
湯
村
山
城
に
対
す
る
評
価
は
、
さ
ら
に
積
極
的

で
あ
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
湯
村
山
城
に
対
す
る
研
究
の
一
層
の
進
展
を
期
待

し
な
が
ら
、
以
下
調
査
の
報
告
を
行
い
た
い
。

一
一　
位
置
と
歴
史
的
環
境

山
梨
県
の
ほ
ぼ
中
心
地
域
を
占
め
る
甲
府
盆
地
の
北
部

一
帯
に
は
、
帯
那
山

系
を
始
め
と
す
る
高
峻
な
深
山
が
群
馬

。
長
野
県
等
と
県
境
を
画
す
る
よ
う
に

横
た
わ
り
、
そ
れ
ら
の
山
系
か
ら
盆
地
の
平
地
部
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
し
だ
い

に
標
高
を
低
く
し
な
が
ら
愛
宕
山

。
湯
村
山

・
羽
黒
山
な
ど
の
山
々
が
せ
り
出
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す
よ
う
に
展
開
す
る
。
こ
れ
ら
の
山
系
の
間
か
ら
は
、
幾
筋
か
の
水
系
が
ぬ
う

よ
う
に
流
れ
、
そ
こ
に
扇
状
地
地
形
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
が
、
永
正

一
六
年

に
武
田
信
虎
が
守
護
館
を
構
え
た
古
府
中

一
帝
も
、
帯
那
山
系
に
端
を
発
し
た

相
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
上
に
の
る
。
こ
う
し
た
地
形
上
の
特
質
に

よ
っ
て
、
相
川
扇
状
地

一
帯
は
、
北
方
に
帯
那
山
系
、
西
側
に
湯
村
山
、
東
側

に
は
夢
見
山
や
愛
宕
山
な
ど
に
囲
ま
れ
た
天
然
の
要
害
地
形
が
つ
く
ら
れ
、
戦

国
期
の
動
乱
時
に
お
い
て
は
防
衛
上
絶
好
の
環
境
を
提
供
し
た
。

こ
れ
ら
の
山
々
は
、
戦
乱
の
日
常
化
し
た
当
時
に
お
い
て
は
、
城
郭
占
地
上

最
も
適
し
た
条
件
と
な
し
、
こ
の
地
域
で
も
要
害
城
や
湯
村
山
城
の
他
、
北
方

に
数
多
く
の
峰
火
台
等
が
築
造
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
湯
村
山
は
、
居
館
瑯

燭
ヶ
崎
館
か
ら
南
西
方
面
の
位
置
に
あ
り
、
盆
地
に
向
か
っ
て
せ
り
出
す
よ
う

な
山
系
の
突
端
部
分
を
し
め
る
。
こ
こ
か
ら
南
側

一
帝
に
は
広
大
な
甲
府
盆
地

が
眼
下
に
見
わ
た
す
こ
と
が
で
き
、
眺
望
が
き
わ
め
て
す
ぐ
れ
て
い
る
。
西
方

に
は
八
ケ
岳
方
面
の
広
大
な

一
帝
が
、
ま
た
南
方
か
ら
東
方
に
は
、
盆
地
を
越

え
、
さ
ら
に
遠
く
御
坂
山
系
の
一
部
ま
で
視
野
に
収
め
て
い
る
。
こ
の
湯
村
山

山
頂
の
標
高
約
四
四
六
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
、
湯
村
山
城
は
占
地
す
る
。

湯
村
山
及
び
そ
の
周
辺
地
域
の
歴
史
環
境
に
は
、
古
代
に
お
い
て
は
特
に
す

ぐ
れ
た
も
の
が
多
い
。
山
麓
に
存
在
し
、
全
長

一
四
メ
ー
ト
ル
を
こ
え
る
巨
大

な
石
室
を
有
す
る
六
世
紀
中
ご
ろ
築
造
の
万
寿
森
古
墳
を
筆
頭
に
、
湯
村
山
中

腹
に
占
地
す
る
積
石
塚
を
含
む
湯
村
山
古
墳
群
な
ど
、
六
ど
七
世
紀
に
か
け
て

大
い
に
栄
え
た
様
相
を
示
す
。
そ
の
の
ち
、
真
言
宗
の
名
利
塩
沢
寺
の
創
建
な

ど
に
、
こ
の
地
域
の
歴
史
性
豊
か
な
風
土
を
感
じ
さ
せ
て
い
る
が
、
中
世
戦
国

期
に
至
っ
て
こ
の
周
辺
地
域
が
ど
の
よ
う
な
展
開
を
見
せ
た
の
か
、
現
段
階
で

は
知
る
手
が
か
り
が
少
な
い
。
中
世
の
時
代
、
志
摩
荘
及
び
小
松
荘
と
称
さ
れ

た
こ
の
地
域
の
歴
史
景
観
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
信
虎
の
甲
府
進
出
と



湯
村
山
城
築
造
の
経
緯
を
考
え
る
う
え
で
、
興
味
深
く
、
今
後
の
課
題
と
す
べ

き
で
あ
ろ
う
。

〓
一　
湯
村
山
城
の
歴
史
と
研
究
略
史

永
正

一
六
年

（
一
五

一
九
）
、
瑯
燭
ヶ
崎
館
の
築
造
を
契
機
に
開
始
さ
れ
る

甲
斐
府
中
の
新
都
市
づ
く
り
の
一
連
の
事
業
の
中
で
、
詰
城
の
要
害
城
に
つ
づ

い
て
、
大
永
三
年

（
一
五
二
三
）
、
湯
村
山
城
も
築
造
さ
れ
る
。
こ
の
こ
と
は
、

『
高
白
斎
記
』
に
、

「
大
永
三
癸
未
年

（中
略
）
四
月
十
四
日
湯
ノ
島
ノ
山

城
御
普
請
初
。
五
月
小
十
三
日
水
神
ノ
ホ
ク
ラ
城

二
立
」
と
記
述
さ
れ
る
こ
と

に
よ
り
、
そ
の
経
過
の
一
端
が
う
か
が
え
る
の
で
あ
る
が
、
信
虎
の
府
中
移
転
、

居
館
の
建
設
な
ど
甲
斐
国
統

一
の
基
礎
と
な
る
本
拠
地
づ
く
り
の
一
翼
を
に
な
っ

て
、
当
初
よ
り
築
造
が
意
図
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
る
の
で
あ
る
。
翌
大
永
四

年
の
条
に
は
、　
コ
ハ
月
小
十
六
日

一
条
小
山
御
普
請
初
。
」
の
記
述
が
見
え
、

湯
村
山
城
に
つ
づ
い
て
一
条
小
山
、
す
な
わ
ち
現
在
の
甲
府
城
の
地
に
も
何
ら

か
の
防
衛
施
設
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
の
湯
村
山
城
と

一

条
小
山
が
ほ
ぼ
対
の
よ
う
に
な
っ
て
当
初
か
ら
計
画
さ
れ
た
点
を
考
慮
す
る
と
、

相
川
扇
状
地
上
の
相
当
広
範
囲
に
、
信
虎
は
既
に
永
二
年
間
段
階
か
ら
大
規
模

な
都
市
建
設
を
試
み
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
両
者
は
、

地
理
的
に
み
て
、
府
中
城
下

へ
の
玄
関
口
的
な
位
置
に
あ
っ
て
、
防
御
の
役
割

が
与
え
ら
れ
た
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
れ
ら
を
明
快
に
証
す
る
積
極
的
な
史
料
は

な
い
が
、
信
虎
の
府
中
建
設
計
画
を
考
え
て
い
く
う
え
で
、
興
味
深
い
視
点
の

ひ
と
つ
で
あ
る
。

湯
村
山
城
は
こ
の
よ
う
に
、
信
虎
の
府
中
建
設
の
意
図
を
検
討
し
て
い
く
う

え
で
大
変
重
要
な
城
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
近
年
ま
で
そ
れ
ほ
ど
関
心
は

寄
せ
ら
れ
ず
、
江
戸
期
に
お
い
て
は
、

『
甲
国
聞
書
』
に
、

「
湯
の
島
の
上
に

城
有
、
信
守
、
信
昌
二
代
の
内
に
築
給
と
云
云
、
山
上
に
水
有
…
…
」
、

『
甲

斐
国
志
』
に
、

「
湯
村
ノ
東
ノ
山
上
二
一
所
石
塁
及
湧
泉
ア
リ
。
此
ニ
モ
城
山

卜
云
…
…
」
と
見
え
る
の
み
で
、
き
わ
だ
っ
て
研
究
が
深
め
ら
れ
た
様
子
は
見

あ
た
ら
な
い
。
圏
閣
ヶ
崎
館
や
要
害
城
の
か
げ
に
か
く
れ
、
小
規
模
な
砦
や
峰

火
台
の
類
と
し
て
興
味
の
枠
外
に
お
か
れ
た
感
が
つ
よ
く
、
そ
の
後
の
武
四
氏

研
究
上
に
お
い
て
も
、
湯
村
山
城
に
関
わ
る
議
論
や
歴
史
的
評
価
は
少
な
い
と

い
っ
て
よ
い
。

湯
村
山
城
に
対
す
る
積
極
的
な
調
査
研
究
が
開
始
さ
れ
る
の
は
、
考
古
学
の

側
か
ら
の
中
世
城
郭
研
究
が
活
発
化
す
る

一
九
七
〇
年
後
半
以
降
の
こ
と
で
、

そ
の
先
べ
ん
を
つ
け
た
の
は
、
山
梨
大
学
考
古
学
研
究
会
に
よ
る
測
量
調
査
と

そ
の
報
告
で
あ
る
。
こ
の
調
査
は
、
簡
略
な
測
量
調
査
を
主
体
と
す
る
も
の
で

は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
に
よ
っ
て
縄
張
と
規
模
が
は
じ
め
て
明
ら
か
と
な
り
、
湯

村
山
城
の
全
体
構
造
が
お
お
む
ね
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
翌

一
九
八
〇

年
に
刊
行
さ
れ
た

『
日
本
城
郭
大
系
』
は
、
こ
の
成
果
を
前
提
に
、
縄
張
の
状

況
と
特
徴
を
述
べ
、

「
単
な
る
峰
火
台
で
は
な
く
、
古
府
中
防
衛
を
主
眼
と
す

る
丸
山
の
要
害
城
の
支
城
と
し
て
の
役
割
も
帯
び
て
い
た
」
と
指
摘
し
た
こ
と

を
見
て
も
、
前
述
の
測
量
報
告
は
、
湯
村
山
城
に
関
す
る
研
究
に
と
っ
て
ひ
と

つ
の
画
期
を
な
し
た
と
い
っ
て
よ
い
。

統
い
て
刊
行
さ
れ
た

『
山
梨
県
の
中
世
城
館
跡
分
布
調
査
報
告
書
』
で
も
、

湯
村
山
城
を
と
り
あ
げ
、
本
城
の
南
を
走
る
街
道
に
、

「関
屋
」
と
い
う
地
名

が
残
存
す
る
こ
と
か
ら
番
所
な
ど
の
存
在
を
示
唆
し
つ
つ
、

「
府
中
入
口
の
防

備
と
と
も
に
、
信
州
方
面
へ
の
監
視
的
機
能

・
情
報
収
集
機
能
を
担
っ
て
い
た
」

こ
と
を
推
定
し
、

『
日
本
城
郭
大
系
』
の
考
え
方
を
は
ぼ
踏
襲
し
な
が
ら
、
湯

村
山
城
の
歴
史
的
意
義
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。　
一
九
八
七
年
の

『
図
説
中
世
城

郭
事
典
』
で
も
、
縄
張
の
詳
細
な
説
明
に
加
え
、
大
永
年
間
以
後
の
普
請
や
、



武
田
氏
滅
亡
後
の
徳
川
氏
に
よ
る
改
修
の
可
能
性
を
強
調
し
て
い
る
が
、
こ
れ

ら

一
連
の
研
究
の
中
で
は
、
湯
村
山
城
の
役
割
と
性
格
に
つ
い
て
ほ
ぼ
共
通
し

た
認
識
に
た
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。

湯
村
山
城
の
調
査
研
究
は
、
以
上
の
よ
う
に
、
考
古
学
及
び
城
郭
研
究
者
に

よ
っ
て
、
八
〇
年
以
降
活
発
化
し
、
ほ
ぼ
共
通
し
た
見
解
を
得
る
に
至
っ
て
い

る
が
、
し
か
し
内
部
構
造
や
経
営
の
あ
り
方
な
ど
、
よ
り
本
質
的
で
具
体
的
な

内
容
に
な
る
と
残
存
史
料
の
限
界
性
が
目
立
ち
、
推
定
の
域
を
出
な
い
点
が
多

い
。
築
城
年
代
が
確
実
で
、
性
格
や
機
能
も
あ
る
程
度
特
定
で
き
る
中
世
城
郭

は
き
わ
め
て
稀
で
、
中
世
城
郵
研
究
上
貴
重
な
事
例
で
あ
る
た
め
に
、
本
城
の

歴
史
的
意
義
の
解
明
に
む
け
て
研
究
の
一
層
の
深
化
が
望
ま
れ
よ
う
。

四
　
調
査
の
経
過

①
　
発
掘
調
査
の
経
過

発
掘
調
査
は
、
昭
和
六
三
年
七
月

一
九
日
か
ら
九
月
九
日
ま
で
実
施
さ
れ
た
。

今
回
の
調
査
で
は
、
湯
村
山
城
跡
に
お
け
る
郭
内
の
遺
構

。
遺
物
の
確
認
を
目

的
と
し
て
、
遺
構
の
保
存
も
考
慮
に
入
れ
ト
レ
ン
チ
調
査
を
採
用
し
た
。

七
月

一
九
日
　
器
材
を
搬
入
し
、
調
査
開
始
式
を
行

っ
た
後
、
各
郭
の
ト
レ
ン

チ
設
定
箇
所
の
下
草
刈
り
を
行

っ
た
。
Ｉ
郭
の
上
段
と
下
段
に
東
西
と
南
北
に

そ
れ
ぞ
れ

一
本
づ
つ
、
計
四
本
の
ト
レ
ン
チ
を
設
定
。

七
月
二
〇
日
　
Ｉ
郭
上
段
南
北
ト
レ
ン
チ
か
ら
本
格
的
な
掘
り
下
げ
を
開
始
し
、

そ
れ
と
平
行
し
て
Ｉ
郭
北
側
の
大
手
口
と
推
定
さ
れ
る
虎
日
の
清
掃
発
掘
を
始

め
た
。

七
月
二
一
日
　
虎
口
周
辺
の
調
査
継
続
。
新
た
に
Ｉ
郭
上
段
東
西
ト
レ
ン
チ
の

調
査
を
開
始
。

七
月
二
二
日
　
虎
口
周
辺
の
調
査
継
続
。
特
に
東
側
土
塁
を
中
心
に
実
施
。
土

留
め
の
た
め
に
施
し
た
と
思
わ
れ
る
石
積
み
を
確
認
。
Ｉ
郭
上
段
東
西
南
北
ト

レ
ン
チ
の
調
査
を
継
続
。
特
に
東
西
ト
レ
ン
チ
西
側
か
ら
の
遺
物
の
出
土
が
目

立
つ
が
細
片
が
中
心
。
上
師
質
土
器
類
が
多
い
。
遺
構
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。

七
月
二
三
日
　
Ｉ
郭
上
段
東
西
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。
相
変
わ
ら
ず
西
側
か
ら

の
遺
物
が
目
立
つ
。
新
た
に
Ｉ
郭
下
段
南
北
ト
レ
ン
チ
の
調
査
開
始
。
立
ち
木

の
根
に
よ
る
攪
乱
が
著
し
い
。
虎
口
周
辺
も
調
査
を
継
続
。
東
側
土
塁
の
精
査

中
に
灰
釉
陶
器
片
出
土
。

七
月
二
五
日
　
Ｉ
郭
上
段
東
西
南
北
ト
レ
ツ
チ
調
査
継
続
。
東
西
ト
レ
ン
チ
西

側
か
ら
の
遺
物
出
土
は
続
く
が
、
遺
構
は
確
認
で
き
な
い
。
Ｉ
郭
下
段
南
北
ト

レ
ン
チ
調
査
継
続
。
同
ト
レ
ン
チ
南
端
付
近
は
比
較
的
遺
物
の
出
上
が
多
く
、

性
格
不
明
の
鉄
製
品

一
点
を
含
む
土
師
質
土
器
出
土
。
ま
た
井
戸
址
周
辺
か
ら

古
銭
も
出
土
。
虎
口
周
辺
の
調
査
も
継
続
。
性
格
不
明
な
金
属
製
品
出
土
。

七
月
二
六
日
　
Ｉ
郭
下
段
南
北
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。
南
端
付
近
を
中
心
に
遺

物
の
出
上
が
続
く
。
細
片
が
多
い
。
新
た
に
Ｈ
郭
南
北
ト
レ
ン
チ
調
査
開
始
。

同
ト
レ
ツ
チ
は
北
側
で
は
礫
層
が
露
出
し
遺
構
等
の
存
在
の
可
能
性
は
低
い
。

虎
口
周
辺
調
査
も
継
続
。

七
月
二
七
日
　
Ｉ
・
Ｈ
郭
両
南
北
ト
レ
ン
チ
の
調
査
継
続
。
虎
口
周
辺
調
査
継

続
。
西
側
部
分
の
石
積
み
を
露
出
。

七
月
二
九
日
　
虎
口
西
側
の
調
査
継
続
。
石
積
み
の
露
出
作
業
を
続
け
る
。
人

頭
大
の
礫
が
散
在
的
に
戎
存
。
Ｉ
郭
下
段
南
北
ト
レ
ン
チ

（井
戸
址
周
辺
）
調

査
継
続
。
遺
物
が
少
な
く
、
土
師
質
土
器
片
が
わ
ず
か
に
出
土
。
Ｈ
郭
南
北
ト

レ
ツ
チ
調
査
継
続
。

七
月
三
〇
日
　
虎
口
周
辺
調
査
継
続
。
新
た
に
Ｉ
郭
下
段
東
西
ト
レ
ン
チ
調
査

開
始
。

八
月

一
日
　
虎
口
周
辺
調
査
継
続
。
Ｉ
郭
下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。



東
西
ト
レ
ン
チ
に
て
人
頭
大
の
礫
が
多
数
み
ら
れ
る
。
南
北
ト
レ
ン
チ
で
は
南

端
付
近
か
ら
相
変
わ
ら
ず
土
師
質
土
器
片
等
の
遺
物
が
出
土
。
そ
れ
ら
に
混
じ

り
古
い
様
相
を
示
す
土
器
も
出
土
。

八
月
三
日
　
虎
口
周
辺
調
査
継
続
。
Ｉ
郭
下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。

南
北
ト
レ
ツ
チ
の
南
端
部
で
暗
茶
褐
色
上
の
落
ち
込
み
を
確
認
。
新
た
に
南
帯

郭
ト
レ
ン
チ
調
査
開
始
。

八
月
四
日
　
虎
口
周
辺
調
査
継
続
。
南
帯
郭
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。
Ｉ
郭
上

。

下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。
下
段
東
西
ト
レ
ツ
チ
の
礫
は
、
石
段
状

を
呈
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
。
ま
た
他
の
ト
レ
ン
チ
で
ジ
ョ
レ
ン
精
査
を
行

っ

た
と
こ
ろ
、
数
基
の
ピ
ッ
ト
を
確
認
。

八
月
五
日
　
虎
口
周
辺
調
査
継
続
。
南
帝
郭
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。
Ｉ
郭
上

。

下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ
内
に
て
確
認
さ
れ
た
ピ
ッ
ト
の
調
査
。
新
た
に
西
帯

郭
に
ト
レ
ツ
チ
設
定
。

八
月
九
日
　
虎
口
周
辺
調
査
継
続
。
石
積
み
露
出
作
業
は
ほ
ぼ
終
了
。
Ｉ
郭
上

・

下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ
内
ピ
ッ
ト
調
査
継
続
。
西
帝
郭
ト
レ
ン
チ
調
査
開
始
。

八
月

一
一
日
　
虎
口
周
辺
清
掃
作
業
。
年
後
雨
天
の
た
め
調
査
中
止
。

八
月

一
八
日
　
虎
口
周
辺
清
掃
作
業
。
西
側
帯
郭
ト
レ
ン
チ
調
査
継
統
。
Ｉ
郭

内
井
戸
址
周
辺
清
掃
。
Ｈ
郵
内
写
真
撮
影
。

八
月

一
九
日
　
虎
口
土
塁
の
構
築
状
況
の
確
認
の
た
め
、
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
設
定

し
調
査
。

八
月
二
四
日
　
虎
口
土
塁
サ
ブ
ト
レ
ン
チ
及
び
西
帯
郭
ト
レ
ン
チ
調
査
継
続
。

八
月
二
五
日
―
九
月
九
日
　
各
ト
レ
ン
チ
・
虎
口
・
井
戸
址
の
平
面
図

（
一
部

上
層
図
も
含
む
）
の
作
成
及
び
レ
ベ
リ
ン
グ
、
写
真
撮
影
等
を
行
い
調
査
を
終

了
。
ま
た
、
九
月
七
日
に
調
査
成
果
の
公
表
の
た
め
に
、　
一
般
市
民
を
対
象
と

し
た
現
地
説
明
会
を
行

っ
た
。

②
　
調
査
組
織

調

査

主

体
　
　
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会

調
査
担
当
者
　
　
磯
貝
正
義

（市
史
編
さ
ん
委
員
会
委
員
長
）
。
田
代
　
孝

（市
史
編
さ
ん
専
門
委
員
）

・
萩
原
三
雄

（同
上
）

調
　
査
　
員
　
　
平
野
　
修

（帝
京
大
学
山
梨
文
化
財
研
究
所
）

・
宮
澤
公
雄

（同
上
）

調
査
参
加
者
　
　
佐
野
嘉
幸

・
小
澤
匂

・
輿
石
恵
美
子

・
輿
石
三
郎

・
広
瀬
茂

子

。
白
須
千
代

・
菅
野
彰
紀

・
広
瀬
い
ち
代

・
小
林
利
男

・
小
田
切
孝
重

・

菅
野
ナ
ミ
・
堀
内
皇
江

・
橋
爪
美
年
子

・
山
田
文
子

・
河
西
ナ
ミ
・
石
田
雅

一
・
佐
藤
正

・
志
村
憲

一
・
市
川
孝

一
・
広
瀬
千
江
美

。
田
中
優

・
滝
沢
み

ち
子

調

査

協

力

　

武
蔵
野
興
業
株
式
会
社

・
湯
村
温
泉
旅
館
組
合

な
お
、
事
務
局
の
高
木
伸
也

・
数
野
雅
彦
両
氏
に
は
、
発
掘
調
査
を
円
滑
に

進
め
る
に
あ
た
り
多
大
な
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

五
　
土
層
の
堆
積
状
況

本
城
跡
の
基
本
層
序
で
あ
る
が
、
山
頂
部
で
あ
る
た
め
に
堆
積
上
が
薄
い
こ

と
や
築
城
の
際
に
削
平

・
整
地
を
行

っ
て
い
る
た
め
か
な
り
改
変
を
う
け
た
堆

積
状
況
と
思
わ
れ
る
。
観
察
を
行

っ
た
の
は
Ｉ
郵
下
段
南
北
ト
レ
ン
チ
内
で
、

以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

第
１
層
　
腐
食
土
層

（厚
さ
四
を

一
二
ｍ
程
度
の
堆
積
が
み
ら
れ
る
。
）

第
２
層
　
暗
黄
褐
色
土
層

（整
地
面
と
思
わ
れ
る
。
粘
性
が
あ
り
、
し
ま
り
が

強
い
。
炭
化
物
を
少
量
含
む
。
土
師
質
上
器
片
等
の
遺
物
を
包
含
す

る
。
根
に
よ
る
攪
乱
が
著
し
い
。
厚
さ
八
―
二
〇

ｍ
程
度
の
堆
積
が

み
ら
れ
る
。
）



第
３
層
　
黄
褐
色
土
層

（地
山
で
あ
る
。
粘
性

。
し
ま
り
共
に
強
く
、
自
然
礫

を
含
む
。
）

一〈
　
各
郭
内
の
調
査
状
況

本
城
跡
は

『
山
梨
県
の
中
世
城
館
跡
分
布
調
査
報
告
書
』
等
で
述
べ
ら
れ
て

い
る
よ
う
に
、
湯
村
山
山
頂
を
中
心
に
土
塁
に
囲
ま
れ
た
三
つ
の
郭
及
び
二
つ

の
帯
郭
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
全
体
の
規
模
は
、
東
西
約
六
五
メ
ー
ト
ル
、

南
北
約

一
三
〇
メ
ー
ト
ル
を
測
り
、
決
し
て
大
き
い
と
は
言
え
な
い
。
本
城
跡

の
主
郭

（
Ｉ
郭
）
は
、
南
西
部
分
の
上
塁
に
囲
ま
れ
た
最
も
大
き
な
郭
と
思
わ

れ
、
内
部
の
整
形
も
て
い
ね
い
で
、
井
戸
址
も
も
つ
。
こ
の
郭
の
中
央
部
付
近

で
は
段
差
を
有
し
、
南
北
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
郭
内
に
、
機
能
の
分

化
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
虎
口
は
、
南
と
北
側
部
分
及
び
東
側
の
Ｈ
郭

に
接
す
る
所
に
も
土
塁
を
切
断
し
た
出
入
口
が
あ
る
。
こ
の
郭
の
南
西
隅
は
土

塁
が
広
が
り
櫓
台
状
の
施
設
の
存
在
を
示
唆
し
て
い
る
。

Ｈ
の
郭
は
、
主
郵
の
東
側
に
接
し
て
つ
く
ら
れ
、
よ
り
小
さ
く
、
巨
石
が
残

存
す
る
な
ど
雑
然
と
し
た
感
を
受
け
る
。
東
側
に
は
特
に
土
塁
な
ど
の
防
御
施

設
も
見
当
た
ら
ず
、
古
府
中
側
に
対
し
て
は
開
放
し
た
状
況
を
見
せ
る
。
こ
れ

ら
の
郵
群
の
北
側
に
は
、
二
本
の
堀
切
が
設
け
ら
れ
、
こ
こ
を
複
雑
な
出
入
口

に
し
た
様
子
を
う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
さ
ら
に
そ
の
北
側
を
Ⅲ
郭
と
し
、
堀
切

に
よ
っ
て
尾
根
を
画
し
て
い
る
。
主
郭
の
西
側
に
は
、
幅
広
な
帯
郭
と
土
塁
が

設
け
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
東
側
に
は
ほ
と
ん
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
コ
郭
の

東
側
や
や
斜
面
を
下
っ
た
と
こ
ろ
に
石
積
み
施
設
が
設
け
ら
れ
、
防
御
に
工
夫

を
こ
ら
し
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
。

本
調
査
で
は
、
本
城
跡
の
中
核
を
な
す
Ｉ
郭

。
Ｈ
郭
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、

西

。
南
帯
郭
に
つ
い
て
も

一
部
調
査
を
行

っ
た
。
Ⅲ
郭
に
つ
い
て
は
巨
石
の
残

存
が
著
し
く
、
ト
レ
ン
チ
調
査
が
不
可
能
な
状
況
で
あ
っ
た
た
め
、
今
回
は
調

査
対
象
外
と
し
た
。
ま
た
、
Ｉ
郭
北
側
の
虎
口
と
中
央
部
に
位
置
す
る
井
戸
址

に
つ
い
て
は
清
掃
発
掘
を
中
心
に
調
査
を
行

っ
た
。
以
下
、
調
査
を
実
施
し
た

各
郭
内
の
ト
レ
ツ
チ
の
状
況
を
中
心
に
報
告
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

①
　
Ｉ
郭
内
上

・
下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ

（第
３
図
）

本
郭
に
は
、
中
心
部
分
に
約

一
ｍ
四
〇

ｍ
の
比
高
差
を
も
つ
段
差
が
あ
り
、

そ
の
段
差
を
境
と
し
て
上
段
と
下
段
と
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
幅

一
・
三

ｍ
、
長
さ

一
七

・
五
ｍ
、　
一
八
ｍ
、
二
一
ｍ
を
測
る
任
意
の
ト
レ
ツ
チ
を
上
段

・

下
段
そ
れ
ぞ
れ
に
、
東
西
南
北
に
十
字
及
び
Ｔ
字
に
接
す
る
よ
う
に
設
定
し
た
。

（第
２
図
参
照
）
。

上
段

・
下
段
東
西
南
北
ト
レ
ツ
チ
で
確
認
さ
れ
た
遺
構
と
し
て
は
、
ピ
ッ
ト

六
基
と
土
拡
状
遺
構

一
基
が
あ
る
。

上
段
部
で
は
東
側
上
塁
上
端
か
ら
西
側
上
塁
下
端
に
か
か
る
よ
う
に
ト
レ
ン

チ
を
設
定
し
、
こ
れ
に
ほ
ぼ
直
交
す
る
よ
う
に
南
北
に
も
ト
レ
ン
チ
を
設
定
し

た
。
東
西
南
北
ト
レ
ン
チ
で
は
三
基
の
ピ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、
精
円
形

を
呈
し
、
径
四
〇
ユ
五
〇

ｍ
、
深
さ

一
五
ど
二
五
ｍ
を
測
る
。
建
物
址
の
柱
穴

の
可
能
性
も
あ
る
が
、
部
分
的
な
確
認
で
あ
る
た
め
全
容
に
つ
い
て
は
不
明
で

あ
る
。
他
に
東
西
ト
レ
ツ
チ
の
東
側
土
塁
上
端
部
付
近
で
は
、
拳
大
程
度
の
珠

が
散
在
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
土
塁
の
裏
込
め
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
礫
だ
と

思
わ
れ
る
。

下
段
南
北
ト
レ
ツ
チ
に
お
い
て
も
、
上
段
部
で
確
認
さ
れ
て
い
る
ピ
ッ
ト
と

は
ぼ
同
規
模
の
ピ
ッ
ト
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
規
則
的
な
配
置
は
み
ら
れ
な

い
。
出
土
遺
物
は
土
師
質
土
器
細
片
が
六
号
ピ
ッ
ト
か
ら
出
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
ト
レ
ン
チ
南
端
で
は
土
拡
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の

プ
ラ
ン
や
規
模
等
は
調
査
範
囲
外
に
か
か
る
た
め
不
明
で
あ
る
。
落
ち
込
み
の
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深
さ
は
確
認
面
か
ら
約
三
七
血
を
測
る
。
上
層
は
基
本
的
に
二
層
に
分
層
で

き
、
第
Ｉ
層
が
暗
褐
色
土
で
粘
性

。
し
ま
り
共
に
強
く
、
炭
化
物
及
び
拳
大

の
礫
を
多
く
含
ん
で
い
る
。
第
Ｈ
層
は
暗
黄
褐
色
上
で
、
粘
性

。
し
ま
り
共

に
強
く
親
指
大
の
小
礫
を
含
ん
で
い
る
。
出
土
遺
物
は
、
上
層
で
は
土
師
質

土
器
皿
が
比
較
的
多
く
出
土
し
て
い
る
が
、
中
層
か
ら
下
層
に
か
け
て
は
古

墳
時
代
前
期
に
属
す
る
土
器
群
が
主
体
的
に
出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本

遺
構
は
当
該
期
に
属
す
る
可
能
性
が
高
い
。
本
遺
構
の
覆
上
で
あ
る
第
二
層

の
上
層
は
、
基
本
土
層
の
第
２
層
で
あ
り
、
層
位
的
な
様
相
か
ら
も
、
本
城

築
造
以
前
の
所
産
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。

下
段
東
西
ト
レ
ツ
チ
は
、
Ｉ
郭
と
Ｈ
郭
を
画
す
る
土
塁
が
南
北
に
巡
っ
て

い
る
が
、
通
用
口
と
し
て
土
塁
が
途
切
れ
て
い
る
箇
所
に
設
定
し
た
も
の
で

あ
る
。
本
ト
レ
ン
チ
内
で
は
、
石
段
状
遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
る
が
、
遺
存

状
況
は
あ
ま
り
良
好
で
は
な
い
。
石
段
は
ト
レ
ン
チ
東
端
の
約
六
ｍ
付
近
か

ら
始
ま
り
、
約
三
ｍ
の
幅
に
わ
た
っ
て
構
築
さ
れ
て
い
る
。
Ｉ
郭
と
Ｈ
郭
と

の
比
高
差
は

一
ｍ
程
あ
る
が
、
そ
の
間
に
四
ｉ
五
段
の
石
段
が
み
ら
れ
る
。

ト
レ
ン
チ
内
に
は
石
段
に
用
い
ら
れ
た
礫
の
他
に
も
、
多
量
の
礫
が
散
在
す

る
た
め
、
本
石
段
状
遺
構
周
辺
に
は
石
敷
き
を
施
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

Ｉ
郭
内
ト
レ
ン
チ
全
体
の
遺
物
出
土
状
況
は
、
ピ
ッ
ト
及
び
上
拡
状
遺
構

が
存
在
す
る
上
段
東
西
ト
レ
ン
チ
の
西
側
と
下
段
南
北
ト
レ
ン
チ
南
側
か
ら

の
出
上
が
目
立
っ
て
い
る
。

②
　
Ｉ
郵
内
井
戸
址

（第
４
図
）

本
井
戸
址
は
Ｉ
郭
の
下
段
部
の
北
東
側
に
位
置
し
て
お
り
、
古
い
段
階
か

ら
知
ら
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は
遺
存
状
況
の
確
認
を
行

う
た
め
に
清
掃
発
掘
の
み
実
施
し
た
。
そ
の
現
況
を
示
し
た
の
が
第
４
図
で

あ
る
。
上
部
径
二
・
一
ｍ
と
二
・
三
ｍ
を
測
り
、
上
部
に
は
石
積
み
を
施

― ―

、

ヒ ョ 濁 h
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し
て
い
る
。
下
部
構
造
に
つ
い
て

は
不
明
で
あ
る
。
出
土
遺
物
は
な

い
。
③
　
Ｉ
郭
北
側
虎
口
（第
５
図
）

本
虎
日
は
Ｉ
郭
の
北
側
に
位
置

し
、
大
手
口
と
推
定
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。
今
回
の
調
査
で
は

井
戸
址
と
同
様
に
、
遺
存
状
態
の

把
握
の
た
め
に
清
掃
発
掘
の
み
を

実
施
し
た
。
本
虎
日
は
武
田
氏
が

多
用
し
た
桝
形
を
形
成
し
、
そ
の

規
模
は
、
東
西
約

一
六
ｍ
、
南
北

約
八
ｍ
を
測
る
。
そ
の
構
造
は
、

土
塁
と
石
積
み
に
よ
っ
て
形
成
さ

れ
て
お
り
、
西
側
は

「
コ
」
字
状

を
呈
し
、
東
側
は

「
Ｌ
」
字
状
を

し
て
い
る
。
石
積
み
は
長
い
年
月

を
経
て
部
分
的
な
崩
落
が
著
し
い
。

虎
口
東
側
部
分
は
、
石
積
み
を
施

す
土
塁
が
東
西
に
約
六
ｍ
延
び
、

そ
こ
で
Ｉ
郭
と
Ｈ
郭
を
画
す
る
南

北
に
延
び
る
土
塁
に
連
な
っ
て
い

る
。
虎
口
西
側
部
分
は
、
前
述
の

と
お
り

「
コ
」
字
状
に
土
塁
が
形

成
さ
れ
て
お
り
、
石
積
み
を
施
し
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て
い
る
。
そ
の
構
築
状
況
は
、
細
部
に
わ
た
っ
て
は
不
明
で
あ
る
が
、
土
堅
上

部
に
お
い
て
サ
ブ
ト
レ
ツ
チ
を
設
定
し
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
拳
大
の
礫
が
多

量
に
含
ま
れ
て
お
り
、
堅
固
に
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
ま

た
、
土
塁
南
側
斜
面
に
は
五
を
六
段
か
ら
な
る
石
段
状
の
石
組
み
が
施
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
Ｉ
郭
と
の
通
路
と
し
て
使
用
さ
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。

虎
日
本
来
の
通
用
口
に
も
石
段
を
施
し
て
お
り
、
こ
の
石
段
は
虎
口
北
側
を
走

る
二
本
の
堀
切
の
う
ち
、
南
側
の
堀
切
内
ま
で
続
い
て
い
る
。
し
か
し
同
堀
切

内
西
側
で
は
、
石
段
と
い
う
よ
り
も
防
御
の
た
め
の
石
列
を
配
し
て
い
る
と
い

う
状
況
で
、
非
常
に
通
り
に
く
く

な
っ
て
い
る
。
虎
国
内
部
に
は
多

量
の
礫
が
散
在
し
、
そ
の
大
半
は

土
塁
上
か
ら
崩
落
し
た
も
の
と
思

わ
れ
る
が
、　
一
部
通
用
口
に
向
か
っ

て
比
較
的
大
型
の
礫

（平
石
）
が

敷
か
れ
た
状
態
で
存
在
す
る
こ
と

か
ら
、
本
来
は
虎
国
内
部
に
は
石

敷
き
も
施
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ

Ｚυ
。出
土
遺
物
は
、
虎
口
全
域
に
わ

た
っ
て
散
在
的
に
出
上
し
て
い
る
。

土
師
質
土
器
の
細
片
が
中
心
で
あ

る
が
、
そ
の
他
、
平
安
時
代
の
上

師
器
片
や
灰
釉
陶
器
片
、
須
恵
器

片
、
性
格
不
明
な
金
属
製
品
も
わ

ず
か
な
が
ら
出
土
し
て
い
る
。

Ｔ
　
Ｈ
瓢
広
碑
北
ト
レ
ン
テ

か穿
６
区
ｔ

本
郭
内
の
東
縁
と
南
縁
に
は
巨
石
が
残
存
し
、
や
や
雑
然
と
し
て
い
る
。
し

か
も
現
在
の
登
山
道
が
東
縁
か
ら
南
縁
に
か
け
て
入
り
こ
み
、
休
憩
所
が
南
側

に
建
て
ら
れ
て
お
り
、
郭
南
縁
に
も
存
在
し
た
で
あ
ろ
う
土
塁
は
失
わ
れ
て
い

る
。
本
郭
内
で
は
、
幅

一
・
二
ｍ
、
長
さ
二
〇

ｍ
の
任
意
の
ト
レ
ン
チ
を
南
北

に
設
定
し
調
査
を
行

っ
た
。
表
土
下
五
―

一
〇

ｍ
で
地
山
の
黄
褐
色
土
層
が
露

出
し
、
地
山
面
は
北
か
ら
南
に
か
け
て
傾
斜
し
、
平
坦
で
は
な
い
。
ト
レ
ン
チ

北
側
で
は
地
山
の
黄
褐
色
土
層
に
親
指
大
か
ら
拳
大
の
小
礫
を
多
量
に
含
ん
で

⑫鋼

潮わ
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お
り
遺
構
の
存
在
は
な
く
、
他
の
箇
所
に
お
い
て
も
遺
構
と
思
わ
れ
る
よ
う
な

落
ち
込
み
等
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
出
土
遺
物
も
皆
無
に
等
し
い
。

⑤
　
西
帯
郭
内
ト
レ
ン
チ

（写
真
図
版
参
照
）

Ｉ
郭
西
側
の
一
段
低
い
箇
所
に
幅
九
ユ

一
〇

ｍ
を
測
る
帝
郭
が
存
在
す
る
。

比
高
差
は
約
六
ｍ
を
測
る
。
帯
郭
内
は
巨
石
の
石
列
に
よ
っ
て
三
箇
所
で
画
さ

れ
て
い
る
。
現
況
は
深
い
藪
と
化
し
て
い
た
た
め
調
査
可
能
な
箇
所
を
選
定
し
、

伐
採
を
行

っ
た
後
、
幅

一
。
三
ｍ
、
長
さ
九

・
六
ｍ
の
任
意
の
ト
レ
ン
チ
を
東

西
に
設
定
し
調
査
を
行

っ
た
。
ト
レ
ツ
チ
東
側
に
は
Ｉ
郭
上
段
東
西
ト
レ
ン
チ

が
位
置
す
る
。
調
査
の
結
果
、
帯
郭
西
縁
に
は

一
部
石
積
み
を
施
し
た
高
さ
約

五
〇

ｍ
の
上
塁
が
巡

っ
て
お
り
、
そ
の
内
側
の
平
坦
面
に
は
人
頭
大
以
上
の
大

き
さ
を
も
つ
平
石
が
敷
か
れ
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
土
師
質

土
器
片
が
わ
ず
か
に
出
上
し
て
い
る
。

⑥
　
南
帯
郭
内
ト
レ
ン
チ

ー
・
コ
郵
の
南
側
の
一
段
低
い
箇
所
に
幅

一
〇
―
二
〇

ｍ
を
測
る
帯
郭
が
存

在
す
る
。
比
高
差
は
約
四
ｉ
五
ｍ
を
測
る
。
西
側
帯
郭
に
比
べ
若
千
広
く
、
帝

郭
内
は
明
確
な
土
塁
に
よ
っ
て
画
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
帯
郭
南
縁
に
は
土
塁

は
巡

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
帯
郭
内
は
後
世
に
お
け
る
石
切
り
作
業
等
で
著
し

く
攪
乱
を
う
け
て
い
る
。
調
査
は
、
幅

一
・
二
ｍ
、
長
さ

一
二
ｍ
の
任
意
の
ト

レ
ン
チ
を
帯
郭
内
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
設
定
し
行

っ
た
。
表
上
下
約
五
ｉ

一
〇

ｍ

で
地
山
で
あ
る
黄
褐
色
土
層
が
露
出
す
る
。
遺
構
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
落
ち
込

み
は
な
く
、
ト
レ
ン
チ
内
に
人
頭
大
の
礫
も
散
在
す
る
が
、
遺
構
に
は
伴
わ
な

い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
出
土
遺
物
は
少
量
の
上
師
質
土
器
片
、
須
恵
器
片
が
散

在
的
に
出
上
し
て
い
る
。

七
　
出
上
遺
物

（第
７
●
８
図
）

遺
物
は
、
量
の
多
少
は
あ
る
が
、
調
査
を
行
っ
た
各
ト
レ
ン
チ
か
ら
出
土
し

て
い
る
。
し
か
し
上
器
等
で
完
形
品
は
皆
無
で
あ
り
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
復
元

に
も
耐
え
ら
れ
な
い
細
片
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
実
測
し
得
た
遺
物
は
Ｉ
郭
内

か
ら
出
上
し
た
遺
物
の
み
で
、
そ
れ
ら
を
中
心
に
以
下
説
明
を
行

っ
て
い
き
た

い
。第
７
●
８
図
に
示
し
た
遺
物
が
、
Ｉ
郭
ト
レ
ン
チ
内
出
上
の
遺
物
で
あ
る
。

遺
構
内
出
土
遺
物
は
少
な
く
、
遺
構
に
伴
わ
な
い
、
い
わ
ゆ
る
遺
構
外
出
土
遺

物
が
中
心
で
あ
る
。
第
７
図
１
１
１１
は
、
土
師
質
土
器
皿
の
口
縁
部
及
び
底
部

・

高
台
部
破
片
で
あ
る
。
１２
は
陶
器
製
情
鉢
片
。
１３
は
土
師
質
火
鉢
破
片
。
１４
１

・５
は
土
師
器
芥
口
縁
部
破
片
。
１６
は
須
恵
器
甕
胴
部
破
片
。
１７
１
２．
は
土
師
器

壷

・
甕
口
縁
部
破
片
及
び
底
部
破
片
で
、
下
段
南
北
ト
レ
ン
チ
内
土
拡
状
遺
構

か
ら
の
出
上
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
焼
成
は
良
好
で
あ
る
。
１
は
推
定
口
径
七

・

二
伽
、
推
定
底
径
四
・
八
ｍ
、
器
高

一
・
七
五
甑
。
白
褐
色
を
呈
し
、
石
英

・

長
石

・
角
閃
石

・
雲
母

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
２
は
推
定
回
径
七

・
四
ｍ
、
暗

褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・
角
閃
石

・
雲
母

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
３
は
推

定
口
径
十
四
。
二
八
ｍ
を
測
り
、
赤
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

。
角
閃
石

・

雲
母
を
含
む
。
４
は
推
定
底
径
五
ｍ
、
底
部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
明

橙
色
を
呈
し
、
長
石

・
ス
コ
リ
ア
・
金
色
雲
母

・
角
閃
石
を
含
む
。
５
は
底
径

六
。
三
ｍ
、
底
部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
黒
褐
色
を
呈
し
、
金
色
雲
母

を
多
く
含
み
、
他
に
長
石

・
石
英

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
６
は
推
定
底
径
五
・

三
ｍ
、
底
部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
黄
橙
色
を
呈
し
、
長
石

・
ス
コ
リ

ア
・
角
閃
石
を
含
む
。
内
面
に
ス
ス
の
付
着
あ
り
。
７
は
底
径
五
・
八
血
、
底

部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
褐
色
を
呈
し
、
石
英

・
長
石

・
角
閑
石

・
金
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色
雲
母
を
含
む
。
内
面
に
ス
ス
の
付
着
あ
り
。
８
は
推
定
底
径
五
・
八
ｍ
、
底

部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
明
褐
色
を
呈
し
、
長
石

・
石
英

・
ス
コ
リ
ア

を
含
む
。
９
は
推
定
底
径
八
・
六
ｍ
、
底
部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
黄

橙
色
を
呈
し
、
長
石

・
石
英

・
雲
母

・
角
閃
石

・
小
石
を
含
む
。
１０
は
推
定
底

径
六
ｍ
、
底
部
切
り
離
し
は
磨
滅
が
著
し
く
小
明
。
鈍
い
黄
褐
色
を
呈
し
、
長

石
を
多
く
含
み
、
他
に
石
英

・
雲
母

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
１１
は
推
定
高
台
径

七

ｍ
、
褐
色
を
呈
し
、
金
色
雲
母

・
長
石

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
１２
は
陶
器
製

橋
鉢
片
。
１３
は
推
定
口
径
三

一
・
八
ｍ
、
口
縁
部
が
内
彎
し
、
体
部
に
二
本
の

沈
線
に
よ
る
区
画
を
巡
ら
し
、
そ
の
区
画
内
に
円
形
の
印
刻
文
を
有
す
る
。
淡

褐
色
を
呈
し
、
金
色
雲
母
を
多
く
含
む
。
他
に
石
英

・
長
石

・
角
閃
石

・
ス
コ

リ
ア
を
含
む
。
焼
成
は
や
や
軟
質
。
１４
は
推
定
口
径

一
一
・
六
ｍ
、
日
唇
部
は

玉
縁
を
呈
す
る
。
明
赤
褐
色
を
呈
し
、
石
英

・
ス
コ
リ
ア
・
長
石
を
含
む
。
１５

は
推
定
口
径

一
一
・
八
触
、
黄
褐
色
を
呈
し
、
ス
コ
リ
ア
・
長
石
を
含
む
。
１６

は
須
恵
器
瓶
か
甕
の
胴
部
破
片
。
タ
タ
キ
ロ
痕
を
も
つ
。
１７
は
推
定
口
径

一
五
・

八
ｍ
、
黄
褐
色
を
呈
し
、　
一
―
三
硼
大
の
長
石

。
石
英

・
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア

を
含
む
。
１８
は
口
径

一
三
・
八
甑
、
黄
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・
金
色
雲

母

・
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
１９
は
推
定
底
径
六
ｍ
、
黄
褐
色
を
呈
し
、

一
―
三
血
大
の
長
石

。
石
英

。
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア
を
含
む
。
２０
は
推
定
底
径

五
ｍ
、
黄
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・
金
色
雲
母

・
ス
コ
リ
ア
・
角
閃
石
を

含
む
。
２．
は
推
定
底
径
七

・
四
甑
、
明
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・
ス
コ
リ

ア
・
角
閃
石
を
含
む
。
２２
は
推
定
底
径
八
ｍ
、
黄
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・

ス
コ
リ
ア
・
角
閃
石
を
含
む
。

第
８
図
は
虎
口
周
辺
部

（
１
を
１０
・
１４
）
及
び
Ｉ
郭
下
段
東
西
南
北
ト
レ
ン

チ

（
・１
１
・３
）
か
ら
の
出
土
遺
物
で
あ
る
。
１
１
７
は
土
師
質
土
器
皿
の
口
縁

部

・
底
部
破
片
で
あ
る
。
５
は
土
師
器
芥
破
片
。
９
は
灰
釉
陶
器
皿
口
縁
部
破

片
。
１０
は
須
恵
器
甕
頸
部
破
片
。
１１
１
１４
は
金
属
製
品
で
あ
る
。
１１
と
１２
は
鉄

製
品
で
前
者
は
角
釘
、
後
者
は
不
明
で
あ
る
。
１３
は
古
銭
で
あ
る
が
、
両
面
と

も
に
磨
滅
が
著
し
く
字
体
の
判
読
は
不
可
能
で
あ
る
。
１４
は
銅
製
品
で
あ
り
そ

の
用
途

。
最
終
的
な
形
状
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
り
、
武
具
あ
る
い
は
装
飾
具

で
あ
ろ
う
か
。
１
は
推
定
口
径
七

・
八
ｍ
、
推
定
底
径
三
・
八
ｍ
、
底
部
は
磨

滅
が
著
し
い
。
淡
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・
雲
母

・
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア

を
含
む
。
２
は
推
定
口
径
八
・
八
軸
、
黄
褐
色
を
呈
し
、
金
色
雲
母
を
多
く
含

み
、
石
英

。
長
石

。
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア
も
含
む
。
３
は
推
定
底
径
四
・
八
ｍ
、

底
部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
橙
色
を
呈
し
、
ス
コ
リ
ア
を
多
く
含
み
、

石
英

。
長
石

。
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア
も
含
む
。
４
は
推
定
底
径
六
・
四
ｍ
、
底

部
の
切
り
離
し
は
回
転
糸
切
り
。
褐
色
を
呈
し
、
石
英

。
長
石

・
角
閃
石

・
ス

コ
リ
ア
も
含
む
。
５
は
推
定
底
径
四
。
三
甑
、
底
部
は
磨
滅
が
著
し
い
。
暗
黄

褐
色
を
呈
し
、
ス
コ
リ
ア
・
角
閃
石
・
雲
母
を
多
く
含
む
。
６
は
推
定
底
径
七

・

八
ｍ
、
底
部
の
切
り
離
し
は
不
明
。
淡
褐
色
を
呈
し
、
石
英

・
長
石
・
角
閃
石

・

ス
コ
リ
ア
を
多
く
含
む
。
７
は
推
定
底
径
五
軸
、
底
部
は
磨
滅
が
著
し
い
。
黄

褐
色
を
呈
し
、
長
石

・
角
閃
石

・
ス
コ
リ
ア
・
石
英

・
金
色
雲
母
を
多
く
含
む
。

８
は
推
定
日
径

一
一
・
八
ｍ
、
褐
色
を
呈
し
、
長
石
・
ス
コ
リ
ア
を
多
く
含
む
。

９
は
推
定
回
径

一
六
ｍ
、
灰
褐
色
を
呈
し
、
胎
土
は
緻
密
で
あ
る
。
口
唇
部
の

内
外
に
釉
が
か
か
る
。
１０
は
須
恵
器
大
型
甕
頸
部
破
片
で
横
位
に
巡
る
沈
線
と

そ
の
間
に
櫛
刺
突
文
を
施
す
。
１１
は
現
長

一
二
。
三
価
、
Ｏ

・
五
ｍ
×
Ｏ

。
九

血
の
長
方
形
の
断
面
を
も
つ
。
１２
は
現
長
四
・
三
飩
、
Ｏ

・
五
甑
×
○

。
九

飩

の
長
方
形
の
断
面
を
も
つ
。
１４
は
縦
幅
三
・
六
血
、
現
存
横
幅
六
。
九

ｍ
、
厚

さ
四
血
を
測
る
。
透
か
し
と
孔
が
穿
た
れ
て
い
る
。

以
上
、
Ｉ
郭
及
び
虎
口
周
辺
か
ら
の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
説
明
し
て
き
た
が
、

こ
れ
ら
湯
村
山
城
跡
全
体
の
遺
物
の
様
相
を
み
る
と
、
遺
物
の
主
体
を
な
す
の



は
、
土
師
質
土
器
皿
、
土
師
質
の
火
鉢
、
信
鉢
等
で
日
常
什
器
が
占
め
て
い
る
。

陶
磁
器
類
の
出
土
は
皆
無
で
、
当
該
期
の
山
城
跡
の
性
格
を
端
的
に
物
語

っ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
戦
国
期
以
前
の
遺
物
も
わ
ず
か
な
が
ら
み
ら
れ
、

特
に
古
墳
時
代

。
平
安
時
代
の
上
師
器

・
灰
釉
陶
器
等
は
、
本
城
築
造
以
前
の

湯
村
山
の
様
相
を
示
す
数
少
な
い
資
料
と
い
え
よ
う
。

八
　
考
　
　
　
察

湯
村
山
城
に
対
す
る
今
回
の
調
査
は
、
市
史
編
さ
ん
事
業
に
伴
う
試
掘
調
査

と
い
う
限
ら
れ
た
調
査
で
あ
っ
た
た
め
に
、
全
容
の
解
明
に
は
至
っ
て
い
な
い

が
、
い
く
つ
か
の
新
し
い
成
果
と
今
後
の
課
題
が
得
ら
れ
た
の
で
、
若
干
の
考

察
を
加
え
て
ま
と
め
と
し
た
い
と
思
う
。

最
も
大
き
な
成
果
の
ひ
と
つ
は
、
主
郭
で
あ
る
Ｉ
郭
の
北
側
に
設
け
ら
れ
た

大
手
口
と
見
ら
れ
る
桝
形
虎
回
の
存
在
で
あ
ろ
う
。
東
西
約

一
六
ｍ
、
南
北
約

八
ｍ
の
規
模
で
、

「
コ
」
の
字
状
と

「
Ｌ
」
字
状
の
形
態
の
上
塁
を
組
み
合
わ

せ
て
つ
く
っ
て
い
る
。
瑯
閣
ヶ
崎
館
や
韮
崎
新
府
城
大
手
口
に
設
け
ら
れ
て
い

る
コ
字
形
に
上
塁
を
合
わ
せ
直
進
さ
せ
る
桝
形
虎
口
と
は
、
形
態
を
や
や
異
に

し
て
い
る
が
、
意
外
に
堅
国
で
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。
虎
口
を
形
成
す

る
土
塁
は
す
で
に
報
告
し
て
い
る
と
お
り
、

「
挙
大
の
礫
が
多
量
に
含
ま
れ
て

お
り
」
、
て
い
ね
い
な
つ
く
り
を
し
て
い
る
。
虎
口
上
に
登
る
五
、
六
段
の
石

段
状
施
設
も
見
ら
れ
、
虎
口
上
面
に
裕
台
的
な
施
設
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能

性
が
高
い
。

こ
の
虎
口
の
形
成
が
い
っ
た
い
い
つ
ご
ろ
な
の
か
、
こ
の
点
は
本
城
の
性
格

と
役
割
を
追
究
す
る
だ
け
で
な
く
、
武
田
氏
の
築
城
技
術
を
探
る
う
え
で
も
き

わ
め
て
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
湯
村
山
城
の
場
合
も
、
大
永
三
年
の
築

城
当
初
の
構
造
が
ど
の
よ
う
で
あ
っ
た
の
か
、
現
在
ほ
と
ん
ど
研
究
が
進
ん
で

い
な
い
が
、
武
田
氏
時
代
の
改
修
と
、
武
田
氏
滅
亡
後
の
徳
川
氏
に
よ
る
改
修

の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
課
題
で
あ
る
。

八
巻
孝
夫
氏
も
築
城
当
初
よ
り
も
、
大
永
年
間
以
後
と
徳
川
氏
の
改
修
を
特
に

強
調
し
て
い
る
が
、
縄
張
の
特
徴
か
ら
判
断
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

今
回
の
試
掘
調
査
で
は
、
虎
口
部
分
に
お
い
て
武
田
信
虎
に
よ
る
築
城
当
初

の
形
態
を
探
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
本
城
に
先
立
つ
永
正

一
七
年
築
城

の
回
燭
ヶ
崎
館
の
主
郭
部
分
の
虎
日
も
、
単
純
な
平
入
り
の
虎
口
で
あ
っ
て
桝

形
を
つ
く
っ
て
お
ら
ず
、
ま
た
織
豊
系
城
郭
に
お
け
る
虎
回
の
変
遷
と
比
較
検

討
す
る
と
、
天
文

一
〇
年
以
降
の
所
産
と
み
る
べ
き
で
、
虎
口
部
分
は
や
は
り

の
ち
の
改
修
の
手
が
加
わ
っ
て
い
る
と
見
た
方
が
よ
い
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う

な
桝
形
虎
口
を
採
用
し
て
い
る
例
を
見
る
と
、
武
田
氏
の
場
合
で
は
、
い
ず
れ

も
領
域
支
配
上
、
あ
る
い
は
軍
事
上
重
要
な
拠
点
的
城
郭
に
多
く
、
湯
村
山
城

の
性
格

・
役
割
の
重
要
性
を
端
的
に
示
す
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

本
城
の
各
郭
内
の
機
能
に
関
し
て
も
、
す
で
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る

が
、
井
戸
を
有
し
、
整
然
と
し
た
方
形
プ
ラ
ン
を
呈
し
た
Ｉ
郭
が
他
よ
り
卓
越

し
た
状
況
を
示
す
。
ま
た
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
狭
い
調
査
区
域
で
は
あ
っ
た

が
、
Ｈ
郭
に
設
定
さ
れ
た
ト
レ
ン
チ
内
か
ら
は
出
土
遺
物
も
少
な
く
、
雑
然
と

し
た
内
部
の
状
況
も
加
味
す
る
と
居
住
性
に
乏
し
く
、
本
城
は
あ
く
ま
で
Ｉ
郭

を
中
心
と
し
た
求
心
的
な
郭
配
置
を
と
っ
て
い
た
こ
と
が
理
解
で
き
る
。
Ｉ
郭

は
こ
の
よ
う
に
、
他
の
郭
に
比
較
し
て
は
る
か
に
重
要
視
さ
れ
た
郭
で
あ
っ
た

が
、
方
形
に
整
然
と
土
星
を
め
ぐ
ら
し
て
、
Ｈ
郭
や
Ⅲ
郭
と
明
確
に
区
分
し
た

郭
配
置
が
、
大
永
年
間
の
当
初
か
ら
確
定
し
て
い
た
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
か
。

先
に
述
べ
た
Ｉ
部
北
側
に
設
置
さ
れ
た
大
手
日
の
桝
形
虎
日
も
こ
の
星
線
に
付

設
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
見
る
と
、
信
虎
に
よ
る
当
初
の
構
造
は
も
う
少
し

シ
ン
プ
ル
で
あ
り
、
の
ち
の
改
修
の
結
果
、
現
在
の
形
態
が
で
き
あ
が
っ
た
と

考
え
た
方
が
妥
当
性
が
あ
る
。

Ｉ
郭
内
部
か
ら
、
柱
穴
の
一
部
ら
し
い
ピ
ッ
ト
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
全
体
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の
広
が
り
は
確
認
で
き
て
い
な
い
が
、
掘
立
柱
建
物
址
の
可
能
性
も
あ
る
。
圏

燭
ヶ
崎
館
跡
や
勝
沼
氏
館
跡
の
よ
う
に
戦
国
大
名
な
い
し
そ
れ
に
匹
敵
す
る
階

層
の
館
の
場
合
、
礎
石
建
物
址
の
例
が
多
い
が
、
そ
れ
と
は
対
照
的
に
、
近
年

発
掘
調
査
さ
れ
た
南
部
町
葛
谷
城
や
か
つ
て
調
査
さ
れ
た
小
淵
沢
町
笹
尾
塁
跡
、

白
州

・
武
川
両
町
の
中
山
砦
、
市
川
大
門
町
の
古
城
山
砦
な
ど
は
い
ず
れ
も
掘

立
柱
建
物
址
ら
し
き
柱
穴
群
の
検
出
を
見
て
い
る
。
瑯
燭
ヶ
崎
館
の
西
北
隣
り

で
調
査
さ
れ
、
全
体
像
が
お
お
む
ね
浮
き
ば
り
と
な
っ
た
土
屋
敷
跡
も
基
本
的

に
掘
立
柱
建
物
址
群
で
、
建
物
構
造
か
ら
も
階
層
的
格
差
を
見
い
だ
す
こ
と
が

で
き
る
。
湯
村
山
城
の
政
治
的

・
軍
事
的
重
要
性
は
認
め
ら
れ
よ
う
が
、
建
物

構
造
は
そ
の
性
格
か
ら
し
て
掘
立
柱
建
物
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

出
土
遺
物
は
細
片
な
が
ら
、

「
か
わ
ら
け
」
類
の
素
焼
き
の
上
師
質
土
器
が

検
出
さ
れ
て
い
る
。
先
に
あ
げ
た
笹
尾

・
中
山

・
古
城
山
砦
な
ど
よ
り
は
る
か

に
多
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
本
城
は
、
緊
急
的
、
臨
時
的

城
郭
と
い
う
よ
り
も
、
古
府
中
防
衛
の
拠
点
的
城
郭
と
し
て
衛
士
が
日
常
的
に

在
城
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
日
常
的
什
器
で
あ
る
皿
、

橋
鉢
、
火
鉢
な
ど
の
検
出
例
に
対
し
、
中
国
陶
磁
な
ど
が
皆
無
の
状
況
で
あ
っ

た
点
は
示
唆
的
で
あ
る
。
後
者
は
近
年
、
拠
点
的
城
郭
だ
け
で
な
く
、
中
世
城

郭
に
普
遍
的
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
が
、
こ
の
点
か
ら
も
在
城
し
た
人

び
と
の
階
層
性
が
示
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
か
。
な
お
、
す
で
に
多
く
の
指

摘
が
あ
る
よ
う
に
、
南
側
及
び
西
側
に
設
け
ら
れ
た
帯
郭
や
、
Ｉ
郭
の
南
西
隅

の
土
塁
に
お
か
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
櫓
台
の
存
在
、
さ
ら
に
大
手
日
の
櫓
台
状

施
設
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
西
及
び
南
側
を
重
視
し
た
構
え
を
も
つ
。
こ

の
城
の
役
割
の
一
端
を
物
語

っ
て
い
よ
う
。
ま
た
湯
村
山
城
は
、　
一
四
世
紀
中

頃
以
降
、
甲
斐
国
で
強
大
な
勢
力
を
誇
り
、
塩
部

・
志
摩
荘
に
本
拠
を
お
い
た

と
い
う
逸
見
氏
の
要
害
と
い
う
指
摘
が
上
野
晴
朗
氏
よ
り
提
起
さ
れ
て
い
る
が
、

今
回
の
調
査
も
含
め
、
こ
れ
を
明
快
に
肯
定
す
る
史
料
は
見
あ
た
ら
な
い
。
現

段
階
で
は
、
武
田
信
虎
が
大
永
三
年
に
築
城
し
た
の
を
契
機
に
、
そ
の
後
の
改

修
を
経
て
し
だ
い
に
整
備
さ
れ
、
今
日
の
形
態
が
で
き
あ
が
っ
て
い
っ
た
と
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

お
わ
り
に

湯
村
山
城
の
調
査
は
、
甲
府
市
市
史
編
さ
ん
委
員
会
考
古

・
古
代

。
中
世
専

門
部
会

（磯
貝
正
義
部
会
長
）
に
お
い
て
、
田
代
孝

・
萩
原
三
雄
両
専
門
委
員

の
ほ
か
、
調
査
員
と
し
て
平
野
修

・
宮
沢
公
雄

・
広
瀬
千
江
美

（帝
京
大
学
山

梨
文
化
財
研
究
所
研
究
員
）
が
加
わ
っ
て
実
施
し
た
。
そ
の
間
に
は
、
地
元
の

皆
様
方
を
始
め
、
多
く
の
関
係
機
関

。
関
係
者
の
ご
指
導

。
ご
協
力
を
い
た
だ

い
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。
な
お
、
本
報
告
の
執
筆
は
、　
一
ｉ
三
・
八

を
萩
原
、
四
―
七
を
平
野
が
分
担
し
た
。
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I郭下段部分近景 (北から) I郵下段南北 トレツチ土拡状遺構 (東から)

I郭下段南北 トレンチ内ピット (北から) I郭下段東西 トレンチ石段状遺構 (西から)

I郭内井戸址 (北から) 虎口西側土塁 (東から)

虎日西側土塁石段状遺構 (南西から)

西側帯郭礫出土状況 (東から)


